
         武居・岡本 ●篠崎;有 機合・成殺贔測に關する研究(第 二報)

                結    論

 鉛陽極 を用ひて硫酸マ7ガ ン溶液を電解する揚合に

1.極 面の機械的虞理

町 極面の硫酸 ゴバル ト溶液豫備虚理

3. マンガン溶液に少量のコバル ト盤類の添加

4.鉛 に銀 を1%内 外合金する等の條件を組合はせると黒色で緻密且剥離せぬ二酸化マンガン

 の被膜が得 られ,二 酸化マンガンの生成が防止される,

 之 を硫酸マ ンガンの無隔膜電解に態用して好結果が得 られた. ・

 終 りに臨み本研究を行ふに當 り終始御懇篤なる御指導と御鞭挺を賜つた工學博士西村秀雄先

生に深甚なる謝意 を表 し,併 せて本研究に援助を與へ られた室員一同の勢苦に感謝する・

       有機 合成殺轟齋唖に關す る研究(第 二報)

        (二三の芳香族工一テノレ及びエスヵレ類に就いて)

              武 居  三 吉

              岡 本 喜 八 郎

              篠 崎  一 義

                緒     言

 芳香族 エーテル類及びエステル類には天然物,合 成品を問はず殺轟,駆 贔,示 申経痂痺等の諸

作用を持 つ ものが澤 山ある・此のエーテル・ エステル類の生理的作用に關する研究は種 々なる

目的の もとに幾多爲されて居る・薯者等は芳香族 工一テル類及びエステル類の昆虫に封する生

理作用 と其構造 の關係 を系統的に比較槍討する目的を以て本實験 を實施 して居る・

                 實    験

・ 供試藥は大部分當研究室にて合成せるものであつて各藥剤の純度はその物理的性質が文獄の

夫れ と一致する鮎迄反覆粘製後使用 した.即 ちエーテル類に於ては常法に依 リフエノール及び

アルフ アナ ブトール乏夫々祁當するアルコールとの脱水縮合に依り又エステル類 も芳香族 カル

ボ ン酸 とアノレコールとの脱水にて合成 した・試験力法は内容18立 の硝子圓筒中に金網製の籠を

入れ内部 に供試贔 を入れ上部 よリスブレP-・ガンにて藥液 を噴霧 した・ 供試1騒は家蝿 (MUSca

dnmestiea L.)羽 化後4～5日 のものを各回10～20匹 宛使用 した.

                   (15♪



           化 學 研 究 所 講 演 集 第+六 輯

 使用藥剤は1%,5%の アルゴール溶液を調製一回0.5c・c・(1%;0.222m9/L 5%;1.111

m9/L)を 駆力20封度にて噴霧 した・試験時の温度は21～23度 で あつた・

 上記装置に依 り家蝿に封 しての50%致 落下時間(分)比 較 を以つて数力比較 を試みた虚下記

の如き結果を得た.

 先づ フエ ノールより合成せるエーテル類に就いては側鎖の ノルキル基の炭素の数 に依 る数力

差は顯著ではないが此の部分にベンゾール核の入つたヂ フエニールエーテルの数力は大きい・

次にアルフ アナフ トールより合成ぜるヱーテル類に於いては明らかに側鎮のアルキル基の炭素

歎の小 さい程数 力大である.叉 上記爾 エーテル類を比較すると,フ エ ノールエーテル よりもア

ルフアナフ トールエーテ1レの方が数力は一般に大となつて居 る・次に参考の爲にパ ラの位置に

アミノ基の入つた ものとイソチオチアン基を導入 した ものを試験 して見たが,ア ミノ基を導入

ぜるものは数力小さく,イ ソチオチアン基の もめは梢 ミ大 なれ ど此 もフエニールイソチオチア

ナー トに比較すると数 力は落ちて居る・

 エステル類は安息香酸に由來せるものに於いては側鎖の炭素撒の大なる程数 力は大 きV・・ア

ルフアナフ トエ酸に由來するものに於いては前とは逆に側鎖の炭素敏の小 くなる程奴 力が大 き

い上記爾エステノしを比較 すると側鎖の炭素敏小なる間はナ フトエ酸に由來するものの方が敏 力

大で側鎖の炭素数大になると安息香酸に由來するもゐの方が数 力大になる黙はエーテルの揚合

と同様で ある・叉パラの位置にアミノ基 を導入せるものはその敷力除 り顯著ではない・最後に

エPテ ルとエステルとを比較 して見るva 一般にエ■・・一テルの方が数 力が大 きく出て居る・

                 結     言

 以上試験の結果よ り一般に芳香族z一 テルェステ1レ類 を通じてフエ ノール並びに安息香酸に

由來するものに於いては側鎖 の炭素敷大なる程敏力大き くアル フアナフトール並びにナフ トゴ

酸に由來するものでは前 と蓮に側鎖の炭素数小なる程数 力大で あり,又 上記工一テルとエステ

ルではエーテルの方が数力大で ある事を示 して居る・

               (殺 虫 試 験 装 置)

                供  試  虫

                 家蝿(Musca, domestica L:)

     内詮225糎                 朋化後4～5日

  藁  内宕!8立       ・供試虫数 10～20匪
  チ6       '       使 用 藥 剤
   ド            コ

   l   i,  1%AI、,・Q1. O.5・.6.(O.222m9/L.ン
   l                   I
   コ                コ

   1   .   '        5%Alc. sol. "  (1.111mg/L.)

                座 、力 20Pds.

                温  度  21～23度
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           森 。加 島;柿 果の呈味成分 に及ぼす各種要因の影響 に就 て

               (家 蝿 に 封 す る 致 落 下 力 比 較 表)
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         柿 果 の 呈 味 成 分 に 及 ぼ す 各 種 要 因 の 。

                影 響 に 就 て

                 森   茂  樹 ●.

                 加 島  守 一

  柿果の成分中主要なるものはペクチン,タ ンニン,有 機酸及び糖類であるが,前 三者は極め

 て少量で大部分ほ糖類であつて,糖 類もその大部分は還元糖である・從つて甘柿及び脱澁果は

 他の果實の如 く香氣は著しくないがビタミン類殊にビタミンCは 豊富で特有の濃厚な る甘味

 と相倹つて一般の嗜好によく迎へられることは望ましい・

  柿の呈味成分の特長は以上の通 りであるが,仔細に吟味すれば異品種間にはもとよりのこと,
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